
予 算 要 求 資 料 

令和３年度当初予算   支出科目 款：商工費 項：商工費 目：商業振興費 

事業名 アクティブＧ施設整備費  

（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）  

商工労働部 県産品流通支援課 県産品振興係 電話番号：058-272-1111（内 3097） 

                   E-mail ：c11370@pref.gifu.lg.jp 

 

１ 事業費 長寿命化分 218,977 千円（前年度予算額：304,569 千円） 

 一般分 23,239 千円（前年度予算額： 16,261 千円） 

ＵＤ化分 19,044 千円（前年度予算額：      0 千円） 

計 261,260 千円（前年度予算額：320,830 千円） 

＜財源内訳＞  

 

区 分 

 

事業費 

財    源    内    訳 

国 庫 

支出金 

分担金 

負担金 

使用料 

手数料 

財産 

収入 
その他 県 債 

一 般 

財 源 

前年度 320,830 0 0 0 4,577 0 282,000 34,253 

要求額 261,260 0 0 0 4,577 0 227,400 29,283 

決定額 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

２ 要求内容 

（１）要求の趣旨（現状と課題） 

・アクティブＧは森ビル都市企画株式会社へ建物一括貸付けという公設民

営方式により運営を行っている。 

・施設所有者の県と管理運営を行う森ビル都市企画株式会社の施設修繕等

の負担区分は「ワールドデザインシティ・ＧＩＦＵ賃貸借契約」で規定

されており、県は経年劣化による施設の改造・改装、設備等の更新に係

る経費等を負担している。 

・２階東入口に段差があるため、階段横にスロープを設置するバリアフリ

ー化工事をＲ５年度に実施する予定である。 

（２）事業内容 

 森ビル都市企画株式会社が実施するアクティブＧの施設修繕等について、

契約書の規定に基づき経費を負担する。 

・計画修繕分 



      長期修繕計画により見込まれる県が負担すべき資本的支出のうち、

関係法令に定めがあるものやメーカーによる推奨修繕周期等を超過

しているものの計画的な修繕。 

・長寿命化計画に計上されない１件１千万円未満の工事負担金等 

 

（３）県負担・補助率の考え方 

 県有施設の維持管理のため、契約に基づき県が負担するものであり、県

負担は妥当。 

 

（４）類似事業の有無 

 無 

 

３ 事業費の積算内訳（単位：千円） 

事業内容 金額 事業内容の詳細 

負担金 261,260 ・県有施設長寿命化計画等に基づく計画修繕分 

  工事（５件） 214,684 

  工事事務費    4,293 

・１件１千万円未満の工事負担金等 

工事（５件）  17,882 

  緊急対応分     5,000（急な故障等への対応分） 

工事事務費       357 

・ＵＤ化分 

工事（１件）  18,670 

工事事務費       374 

 

合計 261,260  

 

 決定額の考え方  

 

 

 

 

４ 参考事項 

・後年度の財政負担 

   森ビル都市企画株式会社との賃貸借契約期間は令和元年度に締結した契

約変更により延長され、令和 3 年 4 月 1 日から令和 13 年 3 月 31 日までとな

っており、契約期間中は契約書に基づき経年劣化による施設の改造・改装、

設備等の更新に係る経費を県が負担する。 



事 業 評 価 調 書（県単独補助金除く） 
□  新 規 要 求 事 業  

■  継 続 要 求 事 業 

 

１ 事業の目標と成果 

（事業目標） 

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか 

・岐阜県と森ビル都市企画(株)との間で結ばれている、「ワールドデザインシ

ティ・ＧＩＦＵ賃貸借契約」で規定されている県の負担すべき修繕等（経年

劣化による施設の改造・改装、設備等の更新に係る経費等）を実施し、アク

ティブＧの運営及び安全管理を着実に遂行する。 

（目標の達成度を示す指標と実績） 

指標名 事業開

始前 

指標の推移 現在値 目 標 達成率 

アクティブＧ

年間入館者数 

 4,903,594 

（H29） 

5,119,126 

（H30） 

5,039,467 

（R1） 

5,300,000 

（R3） 

95.1％ 

 

アクティブＧ

店舗入居率 

 93.7％ 

（H30） 

98.3％ 

（R2） 

100％ 

（R2） 

100％ 

（R3） 

100％ 

 

○指標を設定することができない場合の理由 

（前年度の取組） 

・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等） 

・計画修繕分として、重量シャッター部品交換、EHP 更新等を実施。 

・定期点検等で発覚した軽微な修繕箇所について、給水ユニット部品取替や

従業員駐車場シャッター修理工事などを緊急修繕として実施。 

（前年度の成果） 

・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果 

・必要性、緊急性の高いものから順次修繕することにより、アクティブＧの

適正な運営及び安全管理を徹底できる。 

 

 

 

 

 

 



２ 事業の評価と課題 

 

（事業の評価） 

・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か） 

○：必要性が高い、△：必要性が低い  

(評価)

○ 

・アクティブＧは、ＪＲ岐阜駅周辺を県都岐阜市にふさわしい玄

関口とするために必要不可欠な施設である。したがって施設の

適正な運営及び安全管理のため、本事業は必要不可欠である。 

・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか） 

 ○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得

られていない  

（評価） 

○ 

・必要性、緊急性を考慮して修繕し、適正な運営及び安全管理に

努めており、生命に関するような大事故はこれまで発生してお

らず、概ね期待どおりの成果を得られている。 

・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか） 

 ○：効率化は図られている、△：向上の余地がある  

(評価) 

○ 

・法律等により交換が義務づけられているもの、利用者の安全確

保に直結するものを優先的に修繕し効率的に実施している。 

（今後の課題） 

・事業が直面する課題や改善が必要な事項 

・アクティブＧは築 20 年を超える一方で、耐用年数が 10 年の機器が多く、

交換・修繕箇所が増加してきている。 

（次年度の方向性） 

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今

後どのように取り組むのか 

・賃貸借契約について、R12 年度末まで延長する変更契約を締結しており、

今後も引き続き施設の適正管理を行わなければならない。 

・ＪＲ岐阜駅は、県都岐阜市の玄関口であり、引き続き賑わい創出に力を入

れていく必要があるため、今後もアクティブＧの適正な運営及び安全確保に

努めていく必要がある。 

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果） 

組み合わせ予定のイベント又

は事業名及び所管課 

 

【○○課】 

組み合わせて実施する理由や

期待する効果 など 

 

 


